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令和 2 年 4 月 7 日 

 

 都道府県医師会 

介護保険担当理事  殿 

 

日本医師会常任理事 

江 澤  和 彦 

（公 印 省 略） 

 
 

介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の 

一部を改正する政令の施行および介護保険条例参考例について                                                           
 
 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、「介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正す

る政令（令和 2 年政令第 98 号）」が本年 3 月 30 日に公布され、本年年４月１日から施行する

ことになり、今般、厚生労働省より都道府県知事宛てに通知が発出されましたのでご連絡申

し上げます。今般の一部改正においては、下記の 2 点について記載されております。 

 

記 

 

① 低所得者の保険料軽減強化について、今般、令和２年度からの消費税率 10％引上げの満

年度化に伴い、保険料軽減を完全実施することとなるため、当該減額にかかる基準を定め

る。 

 

② 平成 30 年度から保険者機能強化推進交付金を設けているが、新たに介護予防・健康づく

りに資する取組に重点化した介護保険保険者努力支援交付金が創設されたことに伴い、従

前の保険者機能強化推進交付金と区分して規定する。 

以上 

 

また、今般の一部改正に伴い、介護保険条例参考例も改正が行われましたので併せてご連

絡申し上げます。 

つきましては、貴会におかれましても本件についてご了知いただき、郡市区医師会への周

知方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。 

 

 

 

 



（添付資料） 

 

・介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正する政令の施行

について 

（令 2.3.30 老発 0330第 6号 厚生労働省老健局長通知） 

 

・介護保険条例参考例について 

（令 2.3.30 事務連絡 厚生労働省老健局介護保険計画課） 

 



都道府県知事殿

③

介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の

一部を改正する政令の施行について

「介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部を改正す

る政令(令和2年政令第98号)」が本日公布され、令和2年4月1日から施行すること

とされた。

改正の概要は下記のとおりであるので、十分御了知の上、管内市町村(特別区を含む。)

を始め、関係者、関係団体等に対し、その周知徹底を図るとともに、その運用に遺漏な

きを期されたい。

老発0330第6号

令和 2年3月30日

1 改正の概要

(1)低所得者の保険料軽減強化(改正後の介護保険法施行令(平成10年政令第412

号。以下「令」という。)第38条第10項から第12項まで及び第39条第5項から

第7項まで関係)

「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備

等に関する法律(平成26年法律第83号)」による介護保険法(平成9年法律第123

号。以下 W却という。)の一部改正により、法第124条の2が新設され、市町村

が所得の少ない者の保険料を減額賦課した場合に、減額した額の総額を一般会計

から特別会計に繰り入れる仕組みが創設された。

この保険料の減額賦課については、令和元年10月の消費税率10%への引上げに

伴い実施することとされていたところ、令和元年度においては、完全実施までの

2分の1の減額幅の基準を定めていた。今般、令和2年度からの消費税率 10%引

上げの満年度化に伴い、保険料軽減を完全実施することとなるため、当該減額に

かかる基準を定めるもの。

厚生労働省老健局長

(公印省略)

1

記



2 

 

【所得段階と保険料基準額に対する割合】 

段階 対象者 

保険料基準額に対する割合 

平成 30 年 
４月～ 

令和元年 
４月～ 

令和２年 
４月～ 

第１ 

段階 

‧ 生活保護受給者、世帯全員が市町村民税非課税

の老齢福祉年金受給者 

‧ 世帯全員が市町村民税非課税かつ本人の年金

収入等が 80 万円以下の者 

‧ 境界層該当者 

0.45 0.375 0.3 

第２ 

段階 

‧ 世帯全員が市町村民税非課税かつ本人の年金

収入等が 80 万円超 120 万円以下の者 

‧ 境界層該当者 

0.75 0.625 0.5 

第３ 

段階 

‧ 世帯全員が市町村民税非課税かつ本人の年金

収入等が 120 万円超の者 

‧ 境界層該当者 

0.75 0.725 0.7 

 ※ 所得段階が第１段階の者については、平成 27 年４月から既に保険料軽減を一部実

施している。 

 

 （２）法第 122 条の３に規定する交付金の拡充（改正後の令第 38 条第３項第２号並び

に改正後の介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令（平成10年政令第413号）

第１条の４各項、第６条第５項、第７条第２項及び第 10 条関係） 

「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改正する法律（平

成 29 年法律第 52 号）」による法の一部改正により、法第 122 条の３が新設され、

平成 30 年度から保険者機能強化推進交付金を設けているところ。 

令和２年度予算においては、引き続き、高齢者の自立支援・重度化防止等に向け

た市町村の取組や都道府県による市町村支援の取組を着実に実施・推進できるよう、

保険者機能強化推進交付金として令和元年度と同額の 200 億円を計上するととも

に、新たに介護予防・健康づくりに資する取組に重点化した介護保険保険者努力支

援交付金を創設し、同額の 200 億円を計上しているところである。 

この介護保険保険者努力支援交付金について、従前の保険者機能強化推進交付金

と区分して規定し、その使途を介護予防及び重度化防止に係る取組に限定し、その

交付対象を当該取組を行う自治体に限定した上で、当該取組の状況に応じて交付す

ることとするもの。 

    また、保険者機能強化推進交付金について、従前、市町村に交付される保険者

機能強化推進交付金は、市町村の介護保険特別会計上の事業の一号保険料相当分

のみに充当可能とされていたところ、今般の交付金の拡充に併せて、市町村の一

般会計における介護予防及び重度化防止推進に関する事業への充当を可能にする

ため、所要の規定の整備を行うもの。 

 

２ 施行期日 

  令和２年４月１日 
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○

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）
【
令
和
二
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
保
険
料
率
の
算
定
に
関
す
る
基
準
）

（
保
険
料
率
の
算
定
に
関
す
る
基
準
）

第
三
十
八
条

（
略
）

第
三
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
二
項
の
保
険
料
収
納
必
要
額
（
以
下
「
保
険
料
収
納
必
要
額
」
と
い
う

３

前
二
項
の
保
険
料
収
納
必
要
額
（
以
下
「
保
険
料
収
納
必
要
額
」
と
い
う

。
）
は
、
計
画
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の

。
）
は
、
計
画
期
間
に
お
け
る
各
年
度
の
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の

見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額

見
込
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
の
見
込
額
を
控
除
し
て
得
た
額

の
合
算
額
と
す
る
。

の
合
算
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

法
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百

二

法
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百

二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
、
法
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
調

二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
、
法
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
調

整
交
付
金
、
法
第
百
二
十
二
条
の
二
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び

整
交
付
金
、
法
第
百
二
十
二
条
の
二
、
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
並

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
、
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定

び
に
法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
、
法

に
よ
る
交
付
金
（
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
部
分
に

第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
交
付
金
、
法
第
百
二
十
六
条

限
る
。
）
、
法
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
交
付
金
、
法

の
規
定
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
、
法
第
百
二
十
七
条
及
び
第

第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
、
法
第
百
二

百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
そ
の
他
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費

十
七
条
及
び
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
そ
の
他
介
護
保
険
事

用
の
た
め
の
収
入
（
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入

業
に
要
す
る
費
用
の
た
め
の
収
入
（
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規

金
及
び
介
護
保
険
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
に
係
る
も
の
を
除
く
。

定
に
よ
る
繰
入
金
及
び
介
護
保
険
の
事
務
の
執
行
に
要
す
る
費
用
に
係
る

）
の
額
の
合
算
額

も
の
を
除
く
。
）
の
額
の
合
算
額

４
～
９

（
略
）

４
～
９

（
略
）

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

10

10

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

同
号
に
定
め
る
割
合
（
市
町
村
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
と
異
な
る
割
合

同
号
に
定
め
る
割
合
（
市
町
村
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
と
異
な
る
割
合

を
設
定
す
る
と
き
は
、
当
該
割
合
）
か
ら
十
分
の
二
を
超
え
な
い
範
囲
内
に

を
設
定
す
る
と
き
は
、
当
該
割
合
）
か
ら
十
分
の
一
・
二
五
を
超
え
な
い
範



- 2 -

お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ

囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た

る
こ
と
と
す
る
。

額
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

11

11

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

同
号
に
定
め
る
割
合
（
市
町
村
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
と
異
な
る
割
合

同
号
に
定
め
る
割
合
（
市
町
村
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
と
異
な
る
割
合

を
設
定
す
る
と
き
は
、
当
該
割
合
）
か
ら
十
分
の
二
・
五
を
超
え
な
い
範
囲

を
設
定
す
る
と
き
は
、
当
該
割
合
）
か
ら
十
分
の
一
・
二
五
を
超
え
な
い
範

内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た

で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

額
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

12

12

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

同
号
に
定
め
る
割
合
（
市
町
村
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
と
異
な
る
割
合

同
号
に
定
め
る
割
合
（
市
町
村
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
と
異
な
る
割
合

を
設
定
す
る
と
き
は
、
当
該
割
合
）
か
ら
十
分
の
〇
・
五
を
超
え
な
い
範
囲

を
設
定
す
る
と
き
は
、
当
該
割
合
）
か
ら
十
分
の
〇
・
二
五
を
超
え
な
い
範

内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た

で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

額
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
特
別
の
基
準
に
よ
る
保
険
料
率
の
算
定
）

（
特
別
の
基
準
に
よ
る
保
険
料
率
の
算
定
）

第
三
十
九
条

（
略
）

第
三
十
九
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

５

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

同
号
に
定
め
る
割
合
か
ら
十
分
の
二
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村

同
号
に
定
め
る
割
合
か
ら
十
分
の
一
・
二
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
と
す
る

市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と

。

と
す
る
。

６

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

６

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

同
号
に
定
め
る
割
合
か
ら
十
分
の
二
・
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市

同
号
に
定
め
る
割
合
か
ら
十
分
の
一
・
二
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
と

市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と

す
る
。

と
す
る
。

７

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

７

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
つ

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に

い
て
の
法
第
百
四
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
基
準
は
、
基
準
額
に
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同
号
に
定
め
る
割
合
か
ら
十
分
の
〇
・
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
市

同
号
に
定
め
る
割
合
か
ら
十
分
の
〇
・
二
五
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と
と

市
町
村
が
定
め
る
割
合
を
減
じ
て
得
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
で
あ
る
こ
と

す
る
。

と
す
る
。

附

則

附

則

（
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受

（
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

け
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
特
例
）

に
受
け
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
特
例
）

第
二
十
一
条

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
十
一
条

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
七
月
三
十
一
日

の
間
に
お
い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
サ

ま
で
の
間
に
お
い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介

ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

護
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
が
四
十
四
万
六
千
四

ま
で
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
が
四
十
四
万
六

百
円
を
超
え
る
場
合
に
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の

千
四
百
円
を
超
え
る
場
合
に
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら
翌
年
七
月
三
十
一
日
ま

期
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
計
算
期
間
」
と
い
う
。
）
の
末

で
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
計
算
期
間
」
と
い
う
。
）

日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

の
末
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。
）
に
お

当
該
市
町
村
の
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
（
次
条
第
一
項
に
お

い
て
当
該
市
町
村
の
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
者
（
次
条
第
一
項

い
て
「
基
準
日
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額

に
お
い
て
「
基
準
日
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ

は
、
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
（
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
四
十

の
額
は
、
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
（
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら

四
万
六
千
四
百
円
を
控
除
し
て
得
た
額
に
基
準
日
要
介
護
被
保
険
者
按
分
率

四
十
四
万
六
千
四
百
円
を
控
除
し
て
得
た
額
に
基
準
日
要
介
護
被
保
険
者
按

（
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
利
用
者
負
担
年
間

分
率
（
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
利
用
者
負
担

世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
次

年
間
世
帯
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
当
該
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
が
第
三
項
第
一
号

。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
当
該
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
が
第
三
項
第

に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
）
と
す
る
。

一
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
）
と
す

た
だ
し
、
当
該
基
準
日
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

る
。
た
だ
し
、
当
該
基
準
日
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

い
。

で
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お

２

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

に
お
い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
サ
ー
ビ

に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
前
項

ス
費
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び

の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
が
次
項
第
一
号
に
掲
げ
る

前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
が
次
項
第
一
号
に
掲
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額
を
超
え
る
場
合
に
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
の
算
定
の
対
象
と
な

げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
の
算
定
の
対
象

っ
た
計
算
期
間
に
お
い
て
基
準
日
市
町
村
（
基
準
日
に
お
い
て
当
該
被
保
険

と
な
っ
た
計
算
期
間
に
お
い
て
基
準
日
市
町
村
（
基
準
日
に
お
い
て
当
該
被

者
に
対
し
介
護
保
険
を
行
う
市
町
村
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
以

保
険
者
に
対
し
介
護
保
険
を
行
う
市
町
村
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。

外
の
市
町
村
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
基

）
以
外
の
市
町
村
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
並
び
に
次
条
第
二
項
に
お
い
て

準
日
以
外
市
町
村
」
と
い
う
。
）
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た

「
基
準
日
以
外
市
町
村
」
と
い
う
。
）
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
か
ら
次

っ
た
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
要
介
護
被
保
険
者
支
給
額
か

項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
外
要
介
護
被
保

ら
次
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
外
要
介
護

険
者
按
分
率
（
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
で
除
し
て

被
保
険
者
按
分
率
（
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
で
除

得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
基
準
日
に

し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
基
準

お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

日
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

（
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
受

（
平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
特
例
）

に
受
け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
特

例
）

第
二
十
二
条

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

第
二
十
二
条

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
七
月
三
十
一
日

の
間
に
お
い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介

ま
で
の
間
に
お
い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第

額
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
二
項
か

四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
利
用
者
負
担
年

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
利
用
者
負

間
世
帯
合
算
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額

担
年
間
世
帯
合
算
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合

」
と
い
う
。
）
が
四
十
四
万
六
千
四
百
円
を
超
え
る
場
合
に
、
基
準
日
被
保

算
額
」
と
い
う
。
）
が
四
十
四
万
六
千
四
百
円
を
超
え
る
場
合
に
、
基
準
日

険
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支
給
額

被
保
険
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支

（
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
四
十
四
万
六
千
四
百
円
を
控
除
し
て

給
額
（
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
か
ら
四
十
四
万
六
千
四
百
円
を
控
除

得
た
額
に
基
準
日
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
按
分
率
（
同
条
第
三
項
第
二
号
及

し
て
得
た
額
に
基
準
日
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
按
分
率
（
同
条
第
三
項
第
二

び
第
四
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
で
除
し

号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
を
利
用
者
負
担
年
間
世
帯
合
算
額
で

て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。

除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同

）
（
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支
給
額
が
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る

じ
。
）
（
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支
給
額
が
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲

額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
）
と
す
る
。
た
だ
し
、

げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
掲
げ
る
額
）
と
す
る
。
た
だ

当
該
基
準
日
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
、
当
該
基
準
日
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

２

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お

２

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
予
防
サ

に
お
い
て
被
保
険
者
が
受
け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
高
額
介
護
予

ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

防
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
二
項
か
ら
第
四
項

及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支
給
額
が
前
条
第

ま
で
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支
給
額
が
前

三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
る
場
合
に
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保

支
給
額
の
算
定
の
対
象
と
な
っ
た
計
算
期
間
に
お
い
て
基
準
日
以
外
市
町
村

険
者
支
給
額
の
算
定
の
対
象
と
な
っ
た
計
算
期
間
に
お
い
て
基
準
日
以
外
市

が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、
そ
の

町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
に
支
給
す
る
も
の
と
し
、

額
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支
給
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
控

そ
の
額
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
支
給
額
か
ら
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額

除
し
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
外
居
宅
要
支
援
者
按
分
率
（
第
一
号
に
掲
げ

を
控
除
し
て
得
た
額
に
、
基
準
日
以
外
居
宅
要
支
援
者
按
分
率
（
第
一
号
に

る
額
を
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗
じ
て

掲
げ
る
額
を
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
で
除
し
て
得
た
率
を
い
う
。
）
を
乗

得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
基
準
日
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る

じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
基
準
日
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）
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○

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）
【
令
和
二
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
自
立
支
援
等
施
策
等
の
支
援
に
関
す
る
交
付
金
）

（
自
立
支
援
等
施
策
等
の
支
援
に
関
す
る
交
付
金
）

第
一
条
の
四

法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
交
付
金
は
、
市
町

第
一
条
の
四

（
新
設
）

村
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
及
び
市
町
村
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援

交
付
金
と
す
る
。

２

前
項
の
市
町
村
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
は
、
毎
年
度
、
被
保
険
者

法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
交
付
金
は
、
毎
年
度
、
被
保

の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、
要
介
護
状
態
等
（
法
第
二

険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
、
要
介
護
状
態
等
（
法

条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
介
護
状
態
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

じ
。
）
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の

て
同
じ
。
）
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪

防
止
及
び
介
護
給
付
等
（
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
を
い
う
。

化
の
防
止
及
び
介
護
給
付
等
（
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
介
護
給
付
等
を
い

）
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
当
該
取
組

う
。
）
に
要
す
る
費
用
の
適
正
化
に
関
す
る
取
組
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、

を
行
う
市
町
村
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
組
の
状
況
に
応
じ
て
交

取
組
の
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

付
す
る
。

３

第
一
項
の
市
町
村
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
は
、
毎
年
度
、
被

（
新
設
）

保
険
者
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減

若
し
く
は
悪
化
の
防
止
に
関
す
る
取
組
の
う
ち
、
法
第
百
十
五
条
の
四
十
五

第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
及
び
同
条
第
二

項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め

、
当
該
取
組
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
取
組
の
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

４

法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
交
付
金
は
、
都
道
府
県
保
険

（
新
設
）

者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付

金
と
す
る
。

５

前
項
の
都
道
府
県
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
は
、
毎
年
度
、
法
第
百

２

法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
交
付
金
は
、
毎
年
度
、
法
第

二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

百
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
当
該
支
援
及
び
事
業
を
行
う
都
道
府
県
に
対
し
、

る
事
業
を
行
う
都
道
府
県
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
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厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
支
援
及
び
事
業
に
係
る
取

り
、
当
該
支
援
及
び
事
業
に
係
る
取
組
の
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

組
の
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

６

第
四
項
の
都
道
府
県
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
は
、
毎
年
度
、

（
新
設
）

法
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
事
業
（
市
町
村
が
行
う
第
三
項
に
規
定
す
る
取
組
を
支
援
す
る
も
の

に
限
る
。
）
を
支
援
す
る
た
め
、
当
該
支
援
及
び
事
業
を
行
う
都
道
府
県
に

対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
支
援
及
び
事
業
に

係
る
取
組
の
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

（
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
交
付
事
業
）

（
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
交
付
事
業
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
二
項
の
基
金
事
業
対
象
比
率
（
以
下
「
基
金
事
業
対
象
比
率
」
と
い
う

５

前
二
項
の
基
金
事
業
対
象
比
率
（
以
下
「
基
金
事
業
対
象
比
率
」
と
い
う

。
）
は
、
各
市
町
村
に
つ
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額

。
）
は
、
各
市
町
村
に
つ
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
を
第
二
号
に
掲
げ
る
額

で
除
し
て
得
た
率
と
す
る
。

で
除
し
て
得
た
率
と
す
る
。

一

計
画
期
間
の
各
年
度
に
お
け
る
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費

一

計
画
期
間
の
各
年
度
に
お
け
る
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費

用
の
額
（
法
第
百
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
に
係
る
当
該
介

用
の
額
（
法
第
百
二
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
市
町
村
に
係
る
当
該
介

護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
に
つ

護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
村
に
つ

き
第
一
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
以

き
第
一
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
以

下
「
標
準
給
付
費
額
」
と
い
う
。
）
、
地
域
支
援
事
業
（
法
第
百
十
五
条

下
「
標
準
給
付
費
額
」
と
い
う
。
）
、
地
域
支
援
事
業
（
法
第
百
十
五
条

の
四
十
五
に
規
定
す
る
地
域
支
援
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
要
す

の
四
十
五
に
規
定
す
る
地
域
支
援
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
要
す

る
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
並

る
費
用
の
額
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
並

び
に
基
金
事
業
借
入
金
（
法
第
百
四
十
七
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

び
に
基
金
事
業
借
入
金
（
法
第
百
四
十
七
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

基
金
事
業
借
入
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の
額

基
金
事
業
借
入
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の
額

の
合
算
額
の
見
込
額
の
総
額
か
ら
、
計
画
期
間
の
各
年
度
に
お
け
る
令
第

の
合
算
額
の
見
込
額
の
総
額
か
ら
、
計
画
期
間
の
各
年
度
に
お
け
る
令
第

三
十
八
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
、
地
域
支

三
十
八
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
、
地
域
支

援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
及
び
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
及
び
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の

項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
の
合
算
額
の
見
込
額
の
総
額
を
控
除
し
て

額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

得
た
額



- 8 -

算
定
し
た
額
の
合
算
額
の
見
込
額
の
総
額
を
控
除
し
て
得
た
額

二

（
略
）

二

（
略
）

６

（
略
）

６

（
略
）

（
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
貸
付
事
業
）

（
財
政
安
定
化
基
金
に
よ
る
貸
付
事
業
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

前
項
の
単
年
度
基
金
事
業
対
象
収
入
額
（
以
下
「
単
年
度
基
金
事
業
対
象

２

前
項
の
単
年
度
基
金
事
業
対
象
収
入
額
（
以
下
「
単
年
度
基
金
事
業
対
象

収
入
額
」
と
い
う
。
）
は
、
各
市
町
村
に
つ
き
、
計
画
期
間
の
各
年
度
に
お

収
入
額
」
と
い
う
。
）
は
、
各
市
町
村
に
つ
き
、
計
画
期
間
の
各
年
度
に
お

い
て
収
納
し
た
保
険
料
の
総
額
に
当
該
市
町
村
の
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗

い
て
収
納
し
た
保
険
料
の
総
額
に
当
該
市
町
村
の
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗

じ
て
得
た
額
、
法
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並

じ
て
得
た
額
、
法
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並

び
に
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
の
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
規

び
に
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
の
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
規

定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
二
並
び
に
第
百
二
十
三

定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
二
、
第
百
二
十
二
条
の

条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の

三
第
一
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費

金
の
額
、
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の
額
に
当

用
の
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

該
市
町
村
の
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
、
法
第
百
二
十
五
条
の

り
算
定
し
た
額
、
法
第
百
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の

規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

額
に
当
該
市
町
村
の
基
金
事
業
対
象
比
率
を
乗
じ
て
得
た
額
、
法
第
百
二
十

地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
七
条
及
び
第
百
二
十
八
条

五
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定

の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て

に
よ
る
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
七
条
及
び
第
百
二

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
並
び
に
当
該
年
度
前

十
八
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
充
て
る
べ
き
も
の

の
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
決
算
上
の
剰
余
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
充
て

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
並
び
に
当
該

る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

年
度
前
の
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
決
算
上
の
剰
余
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額

の
合
算
額
と
す
る
。

に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

し
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。

３
～
７

（
略
）

３
～
７

（
略
）

（
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
算
定
方
法
）

（
基
金
事
業
対
象
収
入
額
の
算
定
方
法
）

第
十
条

基
金
事
業
対
象
収
入
額
は
、
各
市
町
村
に
つ
き
、
計
画
期
間
に
お
け

第
十
条

基
金
事
業
対
象
収
入
額
は
、
各
市
町
村
に
つ
き
、
計
画
期
間
に
お
け

る
実
績
保
険
料
収
納
額
、
基
金
事
業
対
象
繰
入
額
、
法
第
百
二
十
一
条
、
第

る
実
績
保
険
料
収
納
額
、
基
金
事
業
対
象
繰
入
額
、
法
第
百
二
十
一
条
、
第

百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
負

百
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
負
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担
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
総
額
、
法

担
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
調
整
交
付
金
の
総
額
、
法

第
百
二
十
二
条
の
二
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に

第
百
二
十
二
条
の
二
、
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条

よ
る
交
付
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
五
条
の

金
の
額
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と

規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
交
付
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
六
条
の
規
定
に
よ

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
、
法
第

る
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
七
条
及
び
第
百
二
十

百
二
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
介
護
給
付
費
交
付
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
六

八
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と

条
の
規
定
に
よ
る
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
七
条

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
総
額
並
び
に

及
び
第
百
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
充
て

当
該
計
画
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
現
計
画
期
間
」
と
い
う
。
）
の

る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額

前
の
計
画
期
間
に
お
い
て
生
じ
た
決
算
上
の
剰
余
金
で
あ
っ
て
現
計
画
期
間

の
総
額
並
び
に
当
該
計
画
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
現
計
画
期
間
」

に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て

と
い
う
。
）
の
前
の
計
画
期
間
に
お
い
て
生
じ
た
決
算
上
の
剰
余
金
で
あ
っ

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。

て
現
計
画
期
間
に
繰
り
越
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
標
準
給
付
費
額
に
充
て
る
べ

き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
の
合

算
額
と
す
る
。



令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

（
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
四
第
二
項
中
「
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
交
付
金
」
を
「
前
項
の
都
道
府
県
保
険
者

機
能
強
化
推
進
交
付
金
」
に
改
め
、「
よ
る
事
業
」
の
下
に
「
を
支
援
す
る
た
め
、
当
該
支
援
及
び
事
業
」
を
加
え
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
一
項
中
「
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
交
付
金
」
を
「
前
項
の

市
町
村
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
」
に
、「
こ
の
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、「
関
す
る
取
組
」
の
下
に
「
を
支

援
す
る
た
め
、
当
該
取
組
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
市
町
村
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
は
、
毎
年
度
、
被
保
険
者
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ

と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
に
関
す
る
取
組
の
う
ち
、
法
第
百
十
五
条
の
四
十

五
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
及
び
同
条
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲

げ
る
事
業
に
係
る
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
当
該
取
組
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
取
組
の
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

４

法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
交
付
金
は
、
都
道
府
県
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
及
び
都
道

府
県
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
と
す
る
。

第
一
条
の
四
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
交
付
金
は
、
市
町
村
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
及
び
市
町
村

介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
と
す
る
。

第
一
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
四
項
の
都
道
府
県
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
は
、
毎
年
度
、
法
第
百
二
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
支
援
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
（
市
町
村
が
行
う
第
三
項
に
規
定
す
る
取
組
を
支
援
す
る
も

の
に
限
る
。）を
支
援
す
る
た
め
、
当
該
支
援
及
び
事
業
を
行
う
都
道
府
県
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
支
援
及
び
事
業
に
係
る
取
組
の
状
況
に
応
じ
て
交
付
す
る
。

第
六
条
第
五
項
第
一
号
中
「
交
付
金
の
額
」
の
下
に
「
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
べ

き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
」
を
加
え
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
、
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

交
付
金
の
」
を
「
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の

三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
」
に
改
め
る
。

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
三
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
八
号

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
二
十
二
条
の
三
、
第
百
二
十
九
条
第
二
項
、
第
百

四
十
六
条
並
び
に
第
百
四
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
三
項
第
二
号
中
「
、
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
並
び
に
法
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
」
を
「
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
、
法
第
百
二

十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
（
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
べ
き
部
分
に
限
る
。）」
に

改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
十
分
の
一
・
二
五
」
を
「
十
分
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中「
十
分
の
一
・
二
五
」

を
「
十
分
の
二
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中
「
十
分
の
〇
・
二
五
」
を
「
十
分
の
〇
・
五
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
五
項
中
「
十
分
の
一
・
二
五
」
を
「
十
分
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中「
十
分
の
一
・
二
五
」

を
「
十
分
の
二
・
五
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
十
分
の
〇
・
二
五
」
を
「
十
分
の
〇
・
五
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
一
条
の
見
出
し
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
附
則
第
二
十
二
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及

び
第
二
項
中
「
平
成
三
十
二
年
七
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。





令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

第
十
条
中「
、
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
」

を
「
並
び
に
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
総
額
、
法
第
百
二
十
二
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
交
付
金
の
額
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
充
て
る
べ
き
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三





各都道府県介護保険担当課(室)

③

「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等

に関する法律(平成26年法律第83号)」による介護保険法(平成9年法律第123号)

の改正により、消費税を活用して低所得者の保険料の軽減強化を行う仕組みを設け、

平成27年4月から一部実施を行い、令和元年10月の消費税率 10%への引上げに合

わせて、更なる軽減強化を行っているところ、令和2年4月からの消費税率10%引上

げの満年度化に伴い、保険料軽減の完全実施を行うこととなる。

今般、具体的な軽減に係る基準について、「介護保険法施行令及び介護保険の国庫

負担金の算定等に関する政令の一部を改正する政令(令和2年政令第98号)」におい

て示されたところであり、この改正を踏まえた各市町村における介護保険条例の策定

の参考に供するため、別添のとおり介護保険条例参考例を改正したのでご活用願いた

し、

御中

介護保険条例参考例について

事

令禾口

務連

2年3月

厚生労働省老健局介護保険計画課

絡

30日

亀
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○
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
（
参
考
例
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
保
険
料
率
）

（
保
険
料
率
）

第
十
五
条

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は

第
十
五
条

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
額
と
す
る
。

定
め
る
額
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一
～
九

（
略
）

２

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
の
基
準

２

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
の
基
準

＊

＊

所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
保
険
法
施
行
規
則

所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
保
険
法
施
行
規
則

（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
十

（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
十

三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

３

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
基
準

３

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
基
準

＊

＊

所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
第
百
四
十
三
条
の

所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
第
百
四
十
三
条
の

二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

４

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
基
準

４

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
基
準

＊

＊

所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
第
百
四
十
三
条
の

所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
第
百
四
十
三
条
の

三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

５

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課

５

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課

に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は
、

に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は
、

同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

６

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保

６

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保

険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け

険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
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る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
何
円
」
と

る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
何
円
」
と

あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の

７

第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の

保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お

保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お

け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
何
円

け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
何
円

」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

※

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
を
更
に
区
分
し
な
い
場
合

※

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
を
更
に
区
分
し
な
い
場
合

一
～
十

（
略
）

一
～
十

（
略
）

２

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
イ

２

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
イ

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

３

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
イ

３

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
イ

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

４

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
イ

４

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
イ

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

５

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
イ

５

平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
イ

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

６

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額

６

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額

賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険

賦
課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険

料
率
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

料
率
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

７

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

７

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年

の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年

度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項

度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項

中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い

８

第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い

て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各

て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
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年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

六
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

六
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

※

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
を
更
に
区
分
す
る
場
合

※

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
を
更
に
区
分
す
る
場
合

一
～

（
略
）

一
～

（
略
）

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦

課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料

課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料

率
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

率
は
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

３

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て

の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年

の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各
年

度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項

度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項

中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い

４

第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い

て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各

て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
平
成
何
年
度
か
ら
平
成
何
年
度
ま
で
の
各

年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

二
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

二
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則
（
令
和
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
新
設
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
第
十
五
条
の
規
定
は
、

令
和
二
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
し
、
令
和
元
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料
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に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



1

改
正
後
介
護
保
険
条
例
参
考
例

○
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
（
参
考
例
）

＊
を
付
し
た
条
項
は
、
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
定
め
る
必
要
が
な
い
も
の
。

目
次第

一
章

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
が
行
う
介
護
保
険
（
第
一
条
）

第
二
章

介
護
認
定
審
査
会
（
第
二
条
・
第
三
条
）

第
三
章

保
険
給
付
（
第
四
条
―
第
十
二
条
）

第
四
章

保
健
福
祉
事
業
（
第
十
三
条
・
第
十
四
条
）

第
五
章

保
険
料
（
第
十
五
条
―
第
二
十
五
条
）

第
六
章

罰
則
（
第
二
十
六
条
―
第
三
十
条
）

附
則

第
一
章

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
が
行
う
介
護
保
険

（
こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
が
行
う
介
護
保
険
）

第
一
条

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
が
行
う
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
章

介
護
認
定
審
査
会

（
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
定
数
）

第
二
条

何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
認
定
審
査
会
（
以
下
「
認
定
審
査
会
」
と
い
う
。
）
の
委
員
の
定
数
は
、
何
人
と
す
る
。

（
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
任
期
）

第
二
条
の
二

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
（
注
一
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
条
例
で
定
め
る
期
間
は
、
何
（

＊

二
年
を
超
え
、
三
年
以
下
の
期
間
）
と
す
る
。

（
規
則
へ
の
委
任
）
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第
三
条

法
令
及
び
こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
認
定
審
査
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

第
三
章

保
険
給
付

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
に
係
る
区
分
支
給
限
度
基
準
額
）

第
四
条

居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
区
分
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
区
分
支
給
限
度
基
準
額
は
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第

＊

四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
区
分
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
若
し
く

は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
る
単
位
数
の
合
計
が
次
に
掲
げ
る
要
介
護
状
態
区
分

に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
単
位
数
に
至
る
ま
で
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
区
分
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
又
は

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
と
す
る
。

一

要
介
護
一

何
単
位

二

要
介
護
二

何
単
位

三

要
介
護
三

何
単
位

四

要
介
護
四

何
単
位

五

要
介
護
五

何
単
位

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
に
係
る
種
類
支
給
限
度
基
準
額
）

第
五
条

何
々
（
注
一
の
二
）
に
係
る
法
第
四
十
三
条
第
四
項
の
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
種
類
支
給
限
度
基
準
額
は
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
何
々
又
は
こ
れ
に
相

＊

当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
る
単
位
数
の
合
計
が
次
に
掲
げ
る
要
介
護
状
態
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
単
位
数
に
至
る
ま
で
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が

何
々
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
と
す
る
。

一

要
介
護
一

何
単
位

二

要
介
護
二

何
単
位

三

要
介
護
三

何
単
位

四

要
介
護
四

何
単
位

五

要
介
護
五

何
単
位

（
居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
に
係
る
支
給
限
度
基
準
額
）
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第
六
条

法
第
四
十
四
条
第
四
項
の
居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
支
給
限
度
基
準
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

＊

（
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
に
係
る
支
給
限
度
基
準
額
）

第
七
条

法
第
四
十
五
条
第
五
項
の
居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
支
給
限
度
基
準
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

＊

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
等
に
係
る
区
分
支
給
限
度
基
準
額
）

第
八
条

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
区
分
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
等
区
分
支
給
限
度
基
準
額
は
、
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
に

＊

か
か
わ
ら
ず
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
区
分
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
る
単
位
数
の
合
計
が
次
に
掲
げ
る
要
支
援
状
態
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
単
位
数
に
至

る
ま
で
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
区
分
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若

し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
と
す
る
。

一

要
支
援
一

何
単
位

二

要
支
援
二

何
単
位

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
等
に
係
る
種
類
支
給
限
度
基
準
額
）

第
九
条

何
々
（
注
二
）
に
係
る
法
第
五
十
五
条
第
四
項
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
等
種
類
支
給
限
度
基
準
額
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
何
々
又
は
こ
れ
に
相
当
す

＊

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
算
定
さ
れ
る
単
位
数
の
合
計
が
次
に
掲
げ
る
要
支
援
状
態
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
単
位
数
に
至
る
ま
で
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
何
々

又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
と
す
る
。

一

要
支
援
一

何
単
位

二

要
支
援
二

何
単
位

（
介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入
費
に
係
る
支
給
限
度
基
準
額
）

第
十
条

法
第
五
十
六
条
第
四
項
の
介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入
費
支
給
限
度
基
準
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

＊

（
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
に
係
る
支
給
限
度
基
準
額
）

第
十
一
条

法
第
五
十
七
条
第
四
項
の
介
護
予
防
住
宅
改
修
費
支
給
限
度
基
準
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

＊
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（
市
町
村
特
別
給
付
）

第
十
二
条

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
種
類
の
市
町
村
特
別
給
付
を
行
う
。

＊

一

何
々
費
の
支
給

(二)
２

前
項
各
号
に
規
定
す
る
市
町
村
特
別
給
付
費
の
支
給
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

何
々
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
何
々
と
す
る
。

(二)

第
四
章

保
健
福
祉
事
業

（
保
健
福
祉
事
業
）

第
十
三
条

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
要
介
護
被
保
険
者
を
現
に
介
護
す
る
者
の
支
援
の
た
め
に
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

＊

一

何
々

(二)
２

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
被
保
険
者
が
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
に
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

一

何
々

(二)
３

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
並
び
に
介
護
保
険
施
設
の
運
営
そ
の
他
の
保
険
給
付
の
た
め
に
次
に
掲
げ
る
事
業
を

行
う
。

一

何
々

(二)
４

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
被
保
険
者
が
利
用
す
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
費
用
に
係
る
資
金
の
貸
付
け
そ
の
他
の
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

一

何
々

(二)
第
十
四
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
保
健
福
祉
事
業
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。

＊
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第
五
章

保
険
料

（
保
険
料
率
）

第
十
五
条

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額

と
す
る
。

一

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

何
円

二

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

何
円

三

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

何
円

四

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

何
円

五

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

何
円

六

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

何
円

七

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

何
円

八

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

何
円

九

令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

何
円

２

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
の
基
準
所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十

＊

一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
百
四
十
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

３

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
の
基
準
所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
第
百
四
十
三
条
の
二
の
規
定

＊

に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

４

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
八
号
の
基
準
所
得
金
額
は
、
令
第
三
十
八
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
則
第
百
四
十
三
条
の
三
の
規
定

＊

に
か
か
わ
ら
ず
、
何
万
円
と
す
る
。

５

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は
、
同
号
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

６

前
項
の
規
定
は
、
第
一
号
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料

率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

７

第
五
項
の
規
定
は
、
第
一
号
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険

料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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※

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
を
更
に
区
分
し
な
い
場
合

一

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

何
円

二

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

何
円

三

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

何
円

四

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

何
円

五

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

何
円

六

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
者

何
円

七

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
に
掲
げ
る
者

何
円

八

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者

何
円

九

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
に
掲
げ
る
者

何
円

十

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
十
号
に
掲
げ
る
者

何
円

２

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
イ
の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

３

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
七
号
イ
の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

４

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
八
号
イ
の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

５

令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
イ
の
市
町
村
の
定
め
る
額
は
、
何
万
円
と
す
る
。

６

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は
、
同
号

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

７

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保

険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

８

第
六
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る

保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

※

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
九
号
を
更
に
区
分
す
る
場
合

一

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

何
円

二

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

何
円



7

三

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

何
円

四

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

何
円

五

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
者

何
円

六

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

何
円

イ

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
（
以
下
「
合
計
所
得
金
額
」
と
い
う
。

）
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、

第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
令

第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
何
万
円
未
満
で
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、

前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
額
を
適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
次
号
ロ
、
第
八
号
ロ
、
第
九
号
ロ
又
は
第
十
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

(1)

七

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

何
円

イ

合
計
所
得
金
額
が
何
万
円
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
額
を
適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
次
号
ロ
、
第
九
号
ロ
又
は
第
十
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

(1)

八

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

何
円

イ

合
計
所
得
金
額
が
何
万
円
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
額
を
適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
次
号
ロ
又
は
第
十
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

(1)

九

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

何
円

イ

合
計
所
得
金
額
が
何
万
円
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
額
を
適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（

令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
又
は
次
号
ロ
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

(1)

十

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

何
円

イ

合
計
所
得
金
額
が
何
万
円
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

ロ

要
保
護
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
が
課
さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
こ
の
号
の
区
分
に
よ
る
額
を
適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
保
護
を
必
要
と
し
な
い
状
態
と
な
る
も
の
（
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令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
（

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
者
を
除
く
。
）

(1)

前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

何
円

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保
険
料
率
は
、
同
号
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
何
円
と
す
る
。

３

前
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
保

険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
の
保
険
料
の
減
額
賦
課
に
係
る
令
和
何
年
度
か
ら
令
和
何
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る

保
険
料
率
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
何
円
」
と
あ
る
の
は
、
「
何
円
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
普
通
徴
収
に
係
る
納
期
）

第
十
六
条

普
通
徴
収
に
係
る
保
険
料
の
納
期
（
以
下
「
納
期
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
一
期

四
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

第
二
期

七
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

第
三
期

十
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

第
四
期

一
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

（
第

条

保
険
料
は
、
毎
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

２

前
項
に
規
定
す
る
納
期
に
よ
り
が
た
い
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
納
期
は
、
市
（
区
、
町
、
村
）
長
が
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
（
区
、
町

、
村
）
長
は
、
当
該
第
一
号
被
保
険
者
（
及
び
連
帯
納
付
義
務
者
（
法
第
百
三
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
者
を

い
う
。
第
二
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
）
に
対
し
そ
の
納
期
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
注
三
）

３

納
期
ご
と
の
分
割
金
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
分
割
金
額
が
百
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
金
額
又
は
そ
の
全
額
は
、
す
べ
て
最
初
の
納
期

（
注
四
）
に
係
る
分
割
金
額
に
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
賦
課
期
日
後
に
お
い
て
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
取
得
、
喪
失
等
が
あ
っ
た
場
合
）

第
十
七
条

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
の
算
定
は
、
第
一
号
被
保
険
者
の
資
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格
を
取
得
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
月
割
り
を
も
っ
て
行
う
。

２

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
の
算
定
は
、
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
を
喪

失
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
月
割
り
を
も
っ
て
行
う
。

３

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
同
号
に
規
定
す
る
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
に
至
っ
た
者
及
び

に
係
る
者
を
除
く
。
）
、
ロ
若

(1)

し
く
は
ニ
、
第
二
号
ロ
、
第
三
号
ロ
、
第
四
号
ロ
、
第
五
号
ロ
、
第
六
号
ロ
、
第
七
号
ロ
又
は
第
八
号
ロ
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
は
、

当
該
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
月
割
り
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
と
当
該
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
か

ら
令
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
規
定
す
る
者
と
し
て
月
割
り
に
よ
り
算
定
し
た
保
険
料
の
額
の
合
算
額
と
す
る
。

３

保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
イ
（
同
号
に
規
定
す
る
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
を
有
す
る
に
至
っ
た
者
及
び

に
係
る
者
を
除
く
。
）
、

(1)

ロ
若
し
く
は
ニ
、
第
二
号
ロ
、
第
三
号
ロ
、
第
四
号
ロ
、
第
五
号
ロ
、
第
六
号
ロ
、
第
七
号
ロ
、
第
八
号
ロ
又
は
第
九
号
ロ
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
第
一
号
被
保
険
者
に

係
る
保
険
料
の
額
は
、
当
該
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
月
割
り
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
額
と
当
該
該
当
す
る

に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
令
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
規
定
す
る
者
と
し
て
月
割
り
に
よ
り
算
定
し
た
保
険
料
の
額
の
合
算
額

と
す
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
当
該
年
度
に
お
け
る
保
険
料
の
額
に
何
円
未
満
の
端
数
が
生
じ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

（
普
通
徴
収
の
特
例
）

第
十
八
条

保
険
料
の
額
の
算
定
の
基
礎
に
用
い
る
市
（
区
、
町
、
村
）
民
税
の
課
税
非
課
税
の
別
又
は
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
二

＊

条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金
額
が
確
定
し
な
い
た
め
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
確
定
す
る
日
ま

で
の
間
に
お
い
て
到
来
す
る
納
期
に
お
い
て
徴
収
す
べ
き
保
険
料
に
限
り
、
第
一
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
前
年
度
の
保
険
料
の
額
を
当
該
年
度
の
当
該
保
険
料
に

係
る
納
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
（
市
（
区
、
町
、
村
）
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
（
区
、
町
、
村
）
長
が
定
め
る
額
と
す
る

。
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
係
る
保
険
料
と
し
て
普
通
徴
収
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
賦
課
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
保
険
料
の
額
が
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
に
満
た
な
い
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
年
度
分
の
保
険
料

の
額
が
確
定
し
た
日
以
後
に
お
い
て
そ
の
不
足
額
を
徴
収
し
、
す
で
に
徴
収
し
た
保
険
料
が
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
そ
の
過
納
額
を
還

付
し
、
又
は
当
該
第
一
号
被
保
険
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
。
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（
普
通
徴
収
の
特
例
に
係
る
保
険
料
額
の
修
正
の
申
出
等
）

第
十
九
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
賦
課
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
年
度
分
の
保
険
料
の
額
が
前
年
度
の
保
険
料
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
に
満
た
な

＊

い
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を
普
通
徴
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
保
険
料
の
額
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
納
入
の
通
知
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
市
（
区
、
町
、
村
）
長
に
同
項

の
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
保
険
料
額
の
修
正
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
修
正
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
出
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
市
（
区
、
町
、
村
）
長
は
、
当
該
年

度
分
の
保
険
料
の
額
の
見
積
額
を
基
礎
と
し
て
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
る
保
険
料
の
額
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
い
。

（
保
険
料
の
額
の
通
知
）

第
二
十
条

保
険
料
の
額
が
定
ま
っ
た
と
き
は
、
市
（
区
、
町
、
村
）
長
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
第
一
号
被
保
険
者
（
及
び
連
帯
納
付
義
務
者
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
額
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
保
険
料
の
督
促
手
数
料
）

第
二
十
一
条

保
険
料
の
督
促
手
数
料
は
、
督
促
状
一
通
に
つ
き
何
円
と
す
る
。

（
延
滞
金
）

第
二
十
二
条

法
第
百
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
普
通
徴
収
に
係
る
保
険
料
の
納
付
義
務
を
負
う
者
（
以
下
「
保
険
料
の
納
付
義
務
者
」
と
い
う
。
）
は
、
納
期
限
後
に
そ
の
保

険
料
を
納
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
納
付
金
額
に
、
そ
の
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
、
当
該
金
額
に
つ
き
年
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
も
っ

て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
延
滞
金
額
が
十
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
年
当
た
り
の
割
合
は
、
閏
年
の
日
を
含
む
期
間
に
つ
い
て
も
、
三
百
六
十
五
日
当
た
り
の
割
合
と
す
る
。

（
保
険
料
の
徴
収
猶
予
）

第
二
十
三
条

市
（
区
、
町
、
村
）
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
の
全
部
又
は
一
部
を
一
時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
納
付
義
務
者
の
申
請
に
よ
っ
て
、
そ
の
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
金
額
を
限
度
と
し
て
、
六
か
月
（
何
か
月
）
以
内
の
期

間
を
限
っ
て
徴
収
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
一
号
被
保
険
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
が
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
又
は
そ
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の
他
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損
害
を
受
け
た
こ
と
。

二

第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
が
死
亡
し
た
こ
と
、
又
は
そ
の
者
が
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
若
し
く
は
長
期
間
入
院
し
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
。

三

第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
収
入
が
、
事
業
又
は
業
務
の
休
廃
止
、
事
業
に
お
け
る
著
し
い
損
失
、
失
業
等
に
よ
り
著
し
く
減

少
し
た
こ
と
。

四

第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
収
入
が
、
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理

由
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
。

２

前
項
の
申
請
を
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
徴
収
猶
予
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証
明
す
べ
き
書
類
を
添
付
し
て
、
市
（
区
、
町
、
村
）
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

徴
収
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
険
料
の
額
及
び
納
期
限
又
は
当
該
保
険
料
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
に
係
る
月

三

徴
収
猶
予
を
必
要
と
す
る
理
由

（
保
険
料
の
減
免
）

第
二
十
四
条

市
（
区
、
町
、
村
）
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
保
険
料
を
減
免
す
る
。

一

第
一
号
被
保
険
者
又
は
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
が
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
又
は
そ

の
他
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損
害
を
受
け
た
こ
と
。

二

第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
が
死
亡
し
た
こ
と
、
又
は
そ
の
者
が
心
身
に
重
大
な
障
害
を
受
け
、
若
し
く
は
長
期
間
入
院
し
た
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
者
の
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
。

三

第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
収
入
が
、
事
業
又
は
業
務
の
休
廃
止
、
事
業
に
お
け
る
著
し
い
損
失
、
失
業
等
に
よ
り
著
し
く
減

少
し
た
こ
と
。

四

第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
収
入
が
、
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
よ
る
農
作
物
の
不
作
、
不
漁
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
理

由
に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た
こ
と
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
納
期
限
前
七
日
ま
で
に
、
特
別
徴

収
の
方
法
に
よ
り
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
に
係
る
月
の
前
前
月
の
十
五
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
に
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
市
（
区
、
町
、
村
）
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一

第
一
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
属
す
る
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

二

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
保
険
料
の
額
及
び
納
期
限
又
は
当
該
保
険
料
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の
支
払
に
係
る
月

三

減
免
を
必
要
と
す
る
理
由

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
の
減
免
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
理
由
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
市
（
区
、
町
、
村
）
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
保
険
料
に
関
す
る
申
告
）

第
二
十
五
条

第
一
号
被
保
険
者
は
、
毎
年
度
何
月
何
日
ま
で
（
保
険
料
の
賦
課
期
日
後
に
第
一
号
被
保
険
者
の
資
格
を
取
得
し
た
者
は
、
当
該
資
格
を
取
得
し
た
日
か
ら
何
日

以
内
）
に
、
第
一
号
被
保
険
者
本
人
の
所
得
状
況
並
び
に
当
該
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
市
町
村
民
税
の
課
税
者
の
有
無
そ
の
他
市
（
区

、
町
、
村
）
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
市
（
区
、
町
、
村
）
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

罰
則

第
二
十
六
条

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
第
一
号
被
保
険
者
が
法
第
十
二
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
な
い
と
き
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
第
一
号

被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
か
ら
届
出
が
な
さ
れ
た
と
き
を
除
く
。
）
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
。

第
二
十
七
条

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
後
段
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
後
段
、
法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
後
段
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
後
段
、

法
第
三
十
五
条
第
六
項
後
段
、
法
第
六
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
法
第
六
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
被
保
険
者
証
の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い

者
に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
。

第
二
十
八
条

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
被
保
険
者
、
被
保
険
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
で

あ
っ
た
者
が
正
当
な
理
由
な
し
に
、
法
第
二
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ
ず
、
又
は
同
項
の
規
定

に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
と
き
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
。

第
二
十
九
条

こ
の
市
（
区
、
町
、
村
）
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
保
険
料
そ
の
他
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
（
法
第
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
納
付

金
及
び
法
第
百
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
を
除
く
。
）
の
徴
収
を
免
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
徴
収
を
免
れ
た
金
額
の
五
倍
に
相
当
す
る
金
額
以
下
の
過
料
を
科
す

る
。
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第
三
十
条

前
四
条
の
過
料
の
額
は
、
情
状
に
よ
り
、
市
（
区
、
町
、
村
）
長
が
定
め
る
。

２

前
四
条
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
額
告
知
書
に
指
定
す
べ
き
納
期
限
は
、
そ
の
発
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
以
上
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
、
第

条
の
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。
）

第
二
条
～
第
九
条

（
略
）

附

則
（
平
成
十
八
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
、
第

条
の
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。
）

第
二
条
・
第
三
条

（
略
）

附

則
（
平
成
二
十
一
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条

（
略
）

附

則
（
平
成
二
十
七
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
た
だ
し
、
第

条
の
規
定
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。
）
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（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
第
十
五
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
六
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則
（
平
成
二
十
七
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
第
十
五
条
第

項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
六
年
度
以
前
の
年
度
分
の

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

附

則
（
平
成
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
○
年
○
月
○
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
の
前
に
行
わ
れ
た
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
任
命
に
係
る
当
該
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則
（
平
成
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

こ
の
条
例
は
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

こ
の
条
例
は
公
布
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
第
十
五
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
し
、
平
成
二
十
九
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則
（
平
成
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
第
十
五
条
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
し
、
平
成
三
十
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則
（
令
和
○
年
○
月
○
日
改
正
関
係
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
後
の
何
市
（
区
、
町
、
村
）
介
護
保
険
条
例
第
十
五
条
の
規
定
は
、
令
和
二
年
度
分
の
保
険
料
か
ら
適
用
し
、
令
和
元
年
度
以
前
の
年
度
分
の
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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（
注
一
）

第
二
条
の
二
を
規
定
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。

以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
」
と
す
る
。

（
注
一
の
二
）

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
を
規
定
す
る
。
例

訪
問
介
護

（
注
二
）

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
を
規
定
す
る
。
例

訪
問
介
護

（
注
三
）

連
帯
納
付
義
務
者
の
規
定
が
必
要
な
の
は
、
連
帯
納
付
義
務
者
に
対
し
て
納
入
通
知
書
に
よ
り
納
付
を
求
め
る
場
合
で
あ
り
、
ま
た
、
世
帯
主
に
係
る
連
帯
納
付
義

務
の
み
を
運
用
す
る
場
合
は
、
「
連
帯
納
付
義
務
者
」
に
か
わ
り
「
第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
」
と
規
定
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
（
第
二
十
条
も
同

様
）

（
注
四
）

暫
定
賦
課
を
行
う
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
暫
定
賦
課
に
係
る
納
期
終
了
後
の
最
初
の
納
期
を
規
定
す
る
。

（
注
五
）
～
（
注
八
）

（
略
）
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